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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値を示すかを知るo
　　　　　　　　　緒　言　　　　。）出来れば試　蝋・課から、k糸べ絹繍勿の岡1麟が如

　一一般に織物の1」Ltti】1］さや腰を如何な7．　li勿理直によつて表オ）　　　何なるi生質と関連一ψるかを見川す。

すのが適肛ヨであるかそれ1［身においても問題は残されて　　　　ハ）生糸や絹献Wσの剛さにi口：接関係あるカ・どうかは分

おり，ましてこれらの性質と単繊維の性質や製織条件ズ武　　　らなくても，1繭，生糸およびh∫練絹繊維の1｝捧性質闇a：痢i

どの関係については実験的にも理1論的にも今後の研究に　　　関のイ1無を検べる。

まっ点が多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なオ∫1司様の1。1的で・一品種の繭戸；予1部付：を、異にする1簡層，

　高級品として用いられる絹織物では；時に微妙な触感上　　　生所築および精練絹繊維のi渚性質にゾ：）いても比較試験を行

の性質のzL異が織物の価1直を大きく支配している。この　　　つた。

微妙な触感．．［．：の1生質はtSl1織，精練および仕」等の一r程0）

・閑忙よ嚇　11：されることは蜘舗るが・轡騨1　　　　難および結果
である生糸の諸1｛ヒ質にも当然影響さオ’しる。第1報中で蛋

糸をつくる繭糸の太さ（フィプロイン繊維の太さ）およ　　　1）　蚕lll1種別試精

び生糸のセリシソの精練抵抗i生が織物の剛さに影響を停　　　　プこ験に使用した繭は何れも111｛和33年春蚕期に鐘ll｝・1蚤糸・

えるで説うことを述べたが，その後賑等の厩撫　滞・畷鰍1’鏑に紳て重断・難し．たもので・L・，り・その

渤一入の研燕より。蛎、。点彫剛…難を、韓して　撫繊び通常・・融勲試験しゾ・・細之麟醸蝋く

きた。しかし絹織物の剛さ’セ他の触感上の諸性質はこの　　　である゜

賭のみでなくその他・瑞膿tにも1灘されることは当　　表輔1種1・腸500台（6種）は現在イ坦J一に1賄康

然考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たは飼育されている蚕品種の原磁・600台（5働はこ

　本報では次α）目的をもつて品種を異にする18種類の蟄　　　nb　tb原種を組台せた交縮重・黄il薗（欧16x1支16）以下は

を同一条件で飼育して繭をつくり，これらから同・条件　　　現在i1本で実用1ヒされている黄繭および各繭糸繊度別の

で生糸を製造し，棄た繭層を同一条件で精練し，これら　　　白繭中の代表的なものである。各グループ内の配列順序

の繭層，生糸および精｝1〔乙綿を用い生糸の剛さや絹翻駐物の　　は繭形，黄白別および繭糸繊度を考慮して行つた。

剛さ等に直接間援関係すると慰われる諸性質を試験し　　2）蚕品種別繭膚の水分率および完金精練と蜘司精練の，

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　練減率

　イ）蚕品種を異にすることにより生糸や絹織物の剛さ　　　各品種の繭層の水分率・完全精練の練減率，控巨i楯練

等に関係のある或いは関係のありそうな諸性質にどの程　　　の練減率および後2者から控口hl練により精練されなか

度の開きを生ずるか，又個々の品種の各性質がどの位の　　　つたセリシンの全セリシンに対する百分率を計算した値

　　　　　　　　　　　　一．　　　　　　　　　　　　　　　　　（これを精練抵抗悟三セリシン率とする）を第2表に記載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttH’t　tり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

＊　信州大学繊維学部製糸学研究室　　　　　　　　　　　　　した。
＊＊ d　掻紬試鋪湘L濁膿造所　　　　　　繭ノ淋分荊、Ll試料3粒分㈱1】髄側机，各品下童と．
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．・t @　　　　　第1袋　蚕　品　種　別　試　半亀1…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

記弓・ 品　　　　　腫　　　　　名 繭色 繭形 ｩ1
・・2α・〃・α伽伽　　　1・勾黄浅繍…5
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も3試料・につき恒温恒湿璽（20°C，65％RH）におけ　　　　完1．hl｝練：2％イ1鹸液にて40分閃精練　3【酬（液量は

る瀬量と無水重量との差を無水項量で除した百分串び）ド　　　　　　　　試料の60倍，容器沸騰水Illに浸演）

均1直赫したが・3即櫛砒・i蜘1腰近しており，また　控【－ll、・、練弐。テ。／、、ri．　O？1＃　6（ll【・付。測、｝　ID

繭層の完釧’纈の繍僻も1可i百1か‘喉験糊L｝献体TT一致　　　　500倍液に60・Cl、て1．511！fl服1、〔1勲、腋

島叢購1”この2纏はか鱗1備るも　　1・て・・分R，til　1“1・li練（・・鵬・春1・・6…瀦…

控購練について鰍1・瞬鰍、状態蜥を取咄す　　　沸騰水「i：Tに徽）

ため大きく2分したままの他，細力・、く［」蜥齢し畑，　　　　　石　鹸　　　　　2・5S「

雌雄に分けたり，ま繍・繍夜の組成や精練時1髄伽変　　　　　スパミソ（高級アノレ・・一ル硫酸

えて精練程度嘆練減率のバラツキかち粘練条件の検言寸を　　　　　　　　　エステル」猛）　　　　　　　　　1．　5St

行つたが満足する結果を得るに到らず，また精練条1’｝：に　　　　　　　　　第一燐酸カリ液（13．62sr／～♪　112．5cc

より品種による精練抵拡性の結果も必ずしも…致した傾　　　　　　　　　棚砂液（19．10g／1）　　　　　137．5Ct：

向を示さず，更に考察で述べる如き間題（爾層ll｛｝隙への　　　　　　　　　水にとかし総量を　　　　　　　　11

浸透性の遅速の影響等）もあり表中のtilltもどの蒋度1一頼　　　　節2！長の結果をみると繭層水分率では「510」が最高

できるか疑問であるが・実験を行つた中では最も確から　　で「3．54」が最低でかなりの開きを示しているが，概

しいものである・（「2・　3d」および「2・2躍」は試料のll匹　　してイターリ繭のカが日本繭よりも大きい。

含でこの条件で実験ができなかつたので他の条件で行つ　　　　繭雁，完全鞘練練減率（セリシン戯．）では「506」（捌α，zoo

た結果を定憐的に記したの　　　　　　　　　　　　　　　Chinese，支那白繭）カドi異llrヴに小さい値を示して1、・る

　表中に記したものは完全楕練・控囹桿1練とも蜥および　　　のが目：s　llち，またこのc雑纐である「610」がこれに続

脱皮を除いた繭層約109を次の条件で精練したものであ　　　いて小さい。これら以外のイタリー嗣は原種，二1｝雑種と

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も阿れも：大きな檎を示しており，E14繭は全て1y∫2者と
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第2表爾層の水分率および練減率

品種記号 繭層水分
ｦ（％）

繭醤院金：縞練練減

ｦ（％）

繭ノ剛甕Fl

ｸ練練滅
ｦ（％）

精練抵抵
ｫセリシ
痘ｦ（％）
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10．73

11．54

11．22

10．86

10．65

29．3

29．1

28，7

26．9

26，8

22．9

精練抵抵　　　　　　第3表　生糸の乾湿強イlll度および剛性撫比
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14。0

20．2

16．6
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12。8

28　　　　　　品種記号一
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608

605

601

607
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11，32

11。37
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10，74

26．8
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29，3

28．6

24，3

9．7

16．3

19．8

24。2

13．3

こりもゆレゆ　

典1嗣

3，5d

3．Od

2，6d

2，3cl

2，2d

2，0d

IO．65

10．42

10，79

10．97

10．55

10．79

IO．80

25．0

25．4

25，3

26．1

25．6

26．5

26．8

14．5

21．8

10．9

9．4

14．8

64

42

507

506

3，63　　2．66　　23，0　　30．8

3，84　　3．01　　22．0　　27．9

3．72　　2．61　　21，9　　27．8

3．92　　2．93　　21，0　　28，3

3．83　　2，64　　23，0　　27，0

3．77　　2．82　　20．2　　29，8

1，12

1．08

1，18

0．84

1，07

0，67

32　　　　　　　　　　　60B　　　3．69　　2．57

15　　　　　　　　　　605　　　3，67　　2，76

45　　　　　　　　　　　601　　　3。67　　2，80

　　　　　　　607　　　3．66　　2，6642

　　　　　　　610　　　3．85　　3．0414

21。4

21．8

22．3

21，6

20．3

27。0

27．0

25，2

27．4

23．6

O．95

0．92

1．06

1．02

0．97

　　57　　　　　　黄繭

　　64　　　　　　3，54
（IFIIi・糸嵯こ・1・ILSL書’ノ‘【i・1　　　　　イぐt二）　・，・・

（奨練抵抗）　2・6d

　　45　　　　　　2．3d

2．2d

2．Ocl

3．69

3．59

3．61

3，75

3．93

3．69

3．98

2．88

2，62

2．82

2，75

3．18

2，68

3，15

20．8

20，9

20，4

20．4

20．8

19．0

21，1

27．9

29．4

28．9

26．7

30．5

24，9

30．1

O．92

1．01

〔1．・00〕

1．20

0．99

1，06

1，13

その他のイタリー繭の中間に存在する。　　　　　　　　　・一一　一……　　　一一・一・一一…一　　　　一一一一一一

　控同精練練減率Gl宜つて精練抵抗擁セリシソ率でも同

様）では系統的な傾向は見られなかつた。　　　　　　　　　第3爽の結果をみると，生糸の乾強度では茸と低「3・54」

3）蚕品種別生糸の乾灘強仲度およびfillllさ　　　　　　　　の約3．68／dから最高「2．　O　d－1の約49／dの開にかなりの

　各品種とも繭層の中／帝部1～比より同一煮繭繰糸条件で21　　巾がある。イタリー交雑黄繭種（4顧）はほとんど同一・

dに近い太さの生糸を製造し，乾湿強伸度オ3よぴ前撮と　　　の値を示している。三眠蚤は「2．3d」，「2．Od」ともに大

同様の方法により品種「3・Od」生糸に対する各品健ヒ　　きな値であるが細繊度でも四眠蚕「2，2　d」の強度は小さ

糸の剛性率の比を求めた。これらの結果を第3表に記載　　　い。湿強度では最高最低の差は乾強度以上であり，三眠

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚕「2．3d」および「2，　Od」は他のものに比し顕著に大き

　乾湿強伸度は各品種とも12回繊度糸を3本とり各繊度　　　い。

糸の重量から繊度（d）を求めた後対称の2点で切断し2　　　乾1巾度では繭層セリシン量（完全精練練減率）で特異

部分に分け，ut方は恒温恒湿蜜内でセリメーターを用い　　　的であつた「506」および「610」を例外とし，イタリー

強力伸度を測楚し（1繊度糸につき10本測度），残りの　　繭は概して日本繭より大きい値を示している。しかし湿

半分は40°Cの温湯に30分浸潰し引あげて直ちに岡様の　　　伸度ではこの傾向は消え，むしろイタリー交雑種に比し

測定を行つた。　　　　　　　　　　　日本繭の方力翼大き目である。
　剛性率比は魯品種とも8圓繊慶糸を3本採取し，繊慶　　　生糸の剛性率の結果をみるとイタリー原種中では非常

（d）を求めた後，1本繊度糸から繊度の分つた「3．Od」　　　に小さい「506」からかなり火きい「510」の間に大きな

生糸と接続した試験片を10本作製し，換り剛さ比を測定　　差があるが，交雑種では最低最商の藻が小さくなる。III

し平均値に繊度の補正を行つて求めた。3繊度糸の平均　　　本葡生糸の方がイタリー繭霊糸（交雑種）より大き回の

値を表中に記したが，3繊度糸の匝はかなり一致した。　　　値が得られている。
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4）　蚕品種別繭層精乾綿の酸加水分解残｝査率およびJIIII縮　　　　　　　　　　　　　　　し（直径約4．5Cm）これを第

　　　剛さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1図の如き装ll登を月」い順次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；u　　　フィプロイソ繊維の質的｛生質も生糸および絹織物の性　　　　lb「　　　　　　　　　　0．5・w13srの圧縮応力を得る

質に撚すると推察される．これらの服中，糸吉嗣戯の　重　　　　に胴一る1．備蹴　剛1腱し
　　　　　　　　　　　　　　　の
害U合レま村り稗貢氏の御f3宅1こよりrS：凸葦重lllll・こヨ皇カミ凌）り・　まオこヤソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たoぞr重とノE荊｝10鵬巨P・llko）［繁lf系を

グ率や強伸度に関係することが知られている。フィプロ　　　　　　圧縮距離　　　　　図示・1一ると第2図の如き曲船罠

イ・では糊であるが㌢・一ズでは酸加水州塀ワ期　　第2図　が得ら悩。
で徽1化脚勒・1カ：鋤・またフ・ブPインの，∬17紛　4｛ @5芒錨1繍1　，癬ll，1繍　｝fl・∫オ、も繍鰍も・・　式　・1をつ

｝蝦嚇！解ll或のlil恰のみならず翻1樹’の大きさにも　くり、試料につき：獅、：触3加、」カ、嚇1剛IUIツi三を1了

桝され縛の鷹はあるが樋当な一定鮒で加1齢　った．、39　Tr’1’i　／／　1，iに；lb‘けVi）　dw／dl　（’zvは荷lfi：，♂は囎灘1　）
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　圧縮剛さの結果中目にとまる点は，完全精練綿におい　　　る。ここにおいて品種「3．Od」について繭層を外」中二｝3

て「507」，「504」等が大きく，「510」，「601」等がノ1・さ　　　よび内層に剥離し，また煮画llした繭の外層およびrll1層部

な鱒を示しており，控［三1精練荊iiでは「504」が特に大き　　　からそれぞれ7粒定粒で，決た内層部から91境1定粒で生

く，「2・Od」が小さく，玄た概して【三1木繭が小さなft1’工を　　　糸をつくり，これらを川いて品種別a．）場舎と・大体同様の

泳していることなどである。　　　　　　　　　　　　　種々の試験を行・つたΩその結果を節5表に万≒す。

5）　il酎戸溺音i～イ立”II宗目串鼓吊ll：の言者i生雲建　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮮55留乏o）糸占胡走を、み2（）と野i｛～力1．1フkラ〉角・1｛亙粟濃韓馨，　非11｝糾こ昂串の疋1三

　繭層の部位を異にすることにより繭糸の太さ，セリシ　　　縮剛さ（完全精奉県，控日精練とも）等1’よ繭層部．位顕1によ

こ／鉦1：，　一ヒリシンoつ蛯k岳塗ξ導力1穆憂尋ることV’thよく矢llらオしてV・る　　　　　るオ；目当蟹1き｝’」：澄）まりオ丈く，　こ：1’しウこ玄寸し歯｝1遥’辞戴跨薫，　f！［三箸≒（／）lll吃漁｝

戸斤て1’註らり，　音匹イ～1π男1」Ol）梓薗κ罫，　｛k糸雄）七）v・酸‡二11青卓乞昂瑠（7）言κ・ヒ1三Z／Q’　　　　　弓頭仁1り；蔓ぐ湾｛レ』よ［｝面ノilgr，　／；，：flYls’i：G1）』変ずヒiこf半v・川貞～欠5llきく1）ノこ1直をテ貢して

1十1｝こ｝ぽ1賢1不峨シJil⊥ジ、」；0）麸盗当塾a）～セ）るも（7）竜，凌）そ）カ・と凸塔’メしらオ’L　　　　　L・・K－］a　紐1～1戎lltU弱こ¢）荊ll踊乏；こゾ，　L・・してにLイ麦て⊃』捗’を欝rl4　K）。

第5表　　i都1i　∫轡　1「看1～　イ1’t：　1’］li　Sil／i　；f裁　糸∬…　〔ノ）　；1皆　・kk　至ぼ

繭開回一一■髄■■■一薗薗駒一一剛
外　　層　1中　　ノ皆　1内　　ノ・1・li イ1翫　　　　　　　　　　．i多’

lll灘　1肇：彰：1鵬厭19：　｝・碧1：1件は一i“”醐一

一憾評・…　12・・i15・・71・・1羅1；讐練抵撫…リシン

酉餐ヵロフk分角i｛’残i・査斗鑑　（％）　　　　　　　　　　　　36．68

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

缶己≦≧｛…i1蹄；蘇11琵已系㌃｝i岡1】さ非目玄・19候〔　　　1　　ワ5．0

癬1　i・鱒　E［1糊1さ　醐　，！1　19。．。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れそれ問の撤布隊1合計66図（このrilにはJi！U論．1：無意昧と
　　　　　　結果の検討および考察　　　　　　　　思われるもρ）もあ貿，が）を画き，図から判断されノこ相関

1）葡層，生糸および1…i！S　／tli．・21綿の諸性質1｝IIの相関　　　　　　程度を第6表に示した。表中各枠内の数㌣：は後で行う検

　繭層，生糸および精乾綿の諸性質間の相関をしらべる　　　討のための便宜的の番号である。

ため実験で得られた中12項隔の各品種の性質を示す値そ

第　6　衷　　　 言者　　　i，，1三　　　質　　　　「1目　　　　a．）　　　　1；F5　　　i墨奪1

繭　糸
繊　度
（1）

×

（2）×

（白θ？黄θ？）

（3）

（4）

θ？

θ

（5）

e
（6）

×

（7）

⑧

X

⑨

θ

×

Clo）

×

（n）

x

繭　層
水分率

（②

㊥

（13）

×

繭　層
練減率

鋤
x

非ll｝練

抵抗性

ω　　闇爾……｝一一幅T　rrtrmt

　×　　　　　×　　　　　×

㈲

　θ

tt6）

㊥？

（17）

×

（囲

×

ag）

×

⑳
X

⑳
×

爾

『爾

×

㊦

⑫⑤

×

鋤㊥
（白㊥塑）

姻
θ？

㈲
×

㈲
×

㈱

　×

爾
×

㈱
×

B⇒

×

岡
㊥？

㈱
×

鮒
×

Il三糸
乾強度

爾
㊥

㈹
×

㈹
×

㈹

　×

㈲
×

＠
㊥？

㈲
×

生　糸
湿強度

㊥II三相関があると判断されるもの

θ負相関があるとU
㊥？　1’1三相関が幾分ありそうに思われるもの

θ？　負相関が　　　　〃

×　　朴1関が無いとeltlj断され、るもの

「白」および「黄」は白繭種のみ，あるいは黄繭
　　　　種のみの傾向を示す

㈹
×

㈹
×

‘k　糸

乾伸度

62）

×

⑱　　　63
　×　　㊥？

㈹

輌

㊥

×

拗
θ

6s
×

61）　　6臼
　×　　　　　×

生　糸
湿伸度

蕊
X

6鋤

×

5の

×

㈹
×

生　糸
剛性率

61）

×

綱
×

閥
θ？

加水分
解残渣

綱
×
完全練
綿剛さ

鱒國
~1縮？） 擁日練

綿剛さ

2）生糸の剛性率について　　　　　　　　　　　　　　く両者とも幾分負の桐関がありそうであり，また慨して

　第6表にみられる如く生糸の剛性率は繭糸繊度と負相　　　黄繭瞳の方が練減率が大きいことが分る。

関（表中番号8）が，繭層練減率と正相関（表中番号27）　　　　図示してないが繭糸繊度と生糸の岡lj性率の関係では上

があると判断される。特に後者の場合は白繭種と黄繭種　　　の如く白繭と黄繭に大別することはできず，全体として

に分けてみると白繭種は上方に黄繭種は下方に大別でき　　　かなり強い負相関があると判断される。

それぞれについてかなりの相関が見られる。すなわち第　　　　上の各場合の相関係数を計算した結果は第7袈の如く

3図の如くである。また剛性率と相関のある爾糸繊度と　　　である。

繭層練減率の閻（表中番号2）には白繭と黄繭を一緒に

すると相関が無いが，これらを別々1こみると第4図の如
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　　　　　　　　　　　　　　　　　fiS　　　　　　⑭　　　　　　　　　　　　　　　tU
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㊧
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o

Q

0

o

o

o
㊥

23　24・25　26’27　28　29　3°　　　2・02・22．42．62．83．03．23．43．6
　　　　繭層練減串t％）．’．’　　　　　　　　　　　　　　繭糸繊度（d）

第3図　繭層練減率と生糸の剛｛生率との関係　　　　　　　　第4図　繭糸繊度と繭J“’，i練減率の関係

　　　　　　　　　　　　　O白繭　⑳黄繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　○峰1繭　⑳黄繭

第7表　生糸の剛性率に関係ある性質問の相関1系数

第6表中
番　　号

8

27

2

検　討　す　る　｛生　質

繭糸繊度と生糸の剛性率

繭層練滅率と生糸の剛性率（白黄1昆合）

　tt　　と　　tt　　　　（白繭のみ）

　U　　と　　tt　　　　（黄繭α）み）

繭糸繊度と繭層練減率　　（白黄混禽）

　〃　　と　　〃　　　　（白繭のみ）

　tt　　と　　〃　　　　（黄繭のみ）

試判数

18

18

9

9

18

9

9

相関係数 備　　　　考　　（検定結果）

一6。631　　　羊ゴ葱：二小こ践f斗　0，01　1；日Bl：1こIS）り

　0．574　　　フ角’意フ｝く践〔三〇．05　1；ml　Sf；1　ttbり

　0．866　　　　　　”　　　　　0．01　　　　〃

　0．650　　　　　　〃　　　　　0，1　　　　　’ノ

一〇．］63

－0．380

－O．590

相関なし
有意水準0．4相関あり

有意水準O．1相関あり

　生糸は繭糸が互に平行に膠着されてできたものであ　　　　さて上の実験結果をこのα）および（ロ）の観点から考察し

り，成分的にはフィプロインとセリシソの2つから成り　　てみる。セリシソの割台（繭／i瀞練減率）が増す程生糸の

立っている。実験結果から一・一応離れ生糸の岡i］性率を左右　　　剛性率が大きくなり　（第6表，第7表中番号27），また

すると思われる原因を考察してみると，（1）仮りに繭糸相　　　同一程度のセリシン量では白繭生糸の剛性率の方力横繭

互の膠漕に幾分ゆるみがあるとすれば，そのゆるみが大　　生糸より大きい（第3図）ことに対し，（イ）の観点からは

きい程生糸の剛雛率は小さくなる。（ロ）フィプロイソとセ　　　セリシン量の増す程繭糸相互の膠着が密になり，また白

リシンの割合において質的硬さの火きいもの（通常¢）温　　　繭セリシソの方が膠着性が大きいと仮定することから解

湿度ではセリシソの方が硬いと思われる）が多くなる程　　　釈できる。（V）の観点からはフィブμインよりもセリシソ

生糸の剛性率は大きくなる。その際生糸の断面の外側の　　　の方が硬く，また白繭セリシンの方が黄繭セリシソより

方にある物質（セリシン）の硬さが生糸の剛性率に：大き　　　も硬いと仮楚することから説明できる。

く影響する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭糸繊度と生糸剛性率の剣・ill関（ISミ司its．7」－8）に対’し



124　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維栄部研究報告　第9「号

ては〔イ）の観点力らは繭糸繊度の細い程繭糸が柔かく相互

の密接が容易で功1、1うる｝、旗賢i鞭では傭鵬、、1封［鞭　　　第8表　1！1糸　11酬：性・刎シ郷

でもわずかながら繭糸繊度が細い程セリシンの．多い傾向　　　試　　料　　外　　ノlll　中　　層　　内　　屠

（表幡号2）があ欄浮・1甑の1隣は一ll鴇｝になり岡l」　一爾「「㎝一一一斑ダ…「∬’『　12．1

性率は大きくなる。さらに膠着性の小さい黄繭セリシン　生糸　6．6　10．6　18．1

聯｝撚擬郷　：1　　系二織饗備謬一ﾜ醗藩薦籍琶謙聴
解釈される。㈹の観1叔からは黄繭種白1摘種とも繭糸繊1変　　　　　ての値は第5濃と同じ

が細くなる程質白な」にフィプロインより硯いセリシンが多

く焔餉が繍たbbi［・（i］l」性軋大きくズ丈るが・この徽　ll・｝棚は締薩、1．髄靴リシン輔1言1脳餅眼力・燃考

さの⊥ヒ較的小さい黄［1鰍の：方がセリシ唄力二蜘ので剛　えら；1’・、　K．・，ので獺劃1卿工・もこPJ．、噛・の牌｝鋤rl嚇れ

｛弊では丁醐繊1こf・1　‘）強い欄剛1見われたとして説　てv・るものと脳べきであ…：、…配の．継あるカ、襯、

明できる・　　　　　　　　　　は分らぬが，負樹｛・覗ら漏如く欄酬：，腋と他鰍
堀瀕1くω（嚇ノゴの観点から…備1棚聴るが（嚇　f，£州にはつiStr　oしブ、1・酬関1細得tlM・、規捌、加、・、

襯点からすると　1　糸繊と醐湘）f隻1　・i関睡く闘妾1・勺　プ・こ．セリシソ・・　，11絹酬雌鰍ll、け翻i・隈　【ll　1臨、U・・1，

の開係であり・糊・季徽と繍餅瑚：ll1関が弱いにも・シ・か　に用いること1窪不〕幽であ祉駅、うれ為）

わらずこの欄が蜘』’ことを椥：するとこCl）　’i・llLl点にはか　木硫でイ了つ酬謝粉1嚥糊さの試1嚇漁聯隠

なりの郷嚇じら泌・・これに対し（イ）al）　T・9Ll点に：飴と　ものであ1肩醗ソ以，岡1］さの赫加秘し童適眺

直接の医牒関係があ《・」／：に（v）と同干助芝の闇1妾的の関係が　　は濃えず澗矧ll〔の変動もかなり大き．かつたL：、：鶏嫌r諏中

加わるのでこの角鰍の加§型1の様に肺れる・しかし　には，睡により［IJ．111鱗和，揚削、たも畷、献、が，恨、

（P）a）原因蝋て研・二臆なく珈三の闘1腎では（偲騨1に　慣、質との問に信頼でき翻・閥1縣螺｝られたもの臆か

（吻原因醐殊されていると考えておく方翻嘩靴思わ　った．糊1：乞着紗購剛さに、；蹴しそう舗練昂融細，ヤ

れる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ング率，相7五摩擦係数，捲縮状態翰；の試験が行つてない

3）セリシソの欄1抵抗柑三および精乾綿のz：1：欄llさにつ　の・輪鮎．撚雛めることは危1険で繍が，猫1こで得

　　いて　　　　　　　　　　　　　られた様な巾の1云い1謝1区間献声つた結果ではこ、1”Lら未
　第5表中に繭層を外・中，内層に分けて粘練した結果　　測5豊の挫質との闇にも適確な関係を得ることは困難の様

と・繭摺の外・中・内層から製造した生糸を覇練した結　　に思われる。また一一L般に繊維綿の圧縮i里ヒと単繊維の性質

果を記したが，生糸についての練減率やその他の値は生　　　との対応も，織物の性質と単繊維の撚曇宴との対応も不明

糸麟準にしたものでどらる・生糸を製造する際セリシソ　の点が多く，一方例え瞬｝：iit物では単繍卿）太さが剛さに

の流耗があり（輔と生緬練減率嵯がこれを示し，　影響する！；・噺1塊では糖しない糠嚇肋と欄、縦

外層において特に薪しい）生糸の精練抵抗剃三セリシンの　　は事情が相当異るので，織物の何らかの性質をJl霞察すζ，

割合を示す完全精練と控目精練の練減率の賠を完斜ill練　　　閏的で精乾韻1の疋r縮試験を行うことひIS，少くも本研究程

の練滅率で除した1直の百分率を繭層についての値と比較　　　度の精度では無理の様に思われる。

することは意味が少い。ここにおいて生糸についても生　　　4）　その他の性質について

糸を製造する際流耗したeリシンも加えて計算し直した　　　　以上述べたものの他第6表に見られる如く諸燃7’1間に

結果を第r即）鰍である・　　　　　　オ　・｛陶肪鳩ものがある．その…榔にv［1・いて欄1緻

　第8表の結果をみると彌層と生糸では外，中，内屑の　　　を計算した結果は箆9表の如くである（，

傾向が逆になつている。これは止糸では大体セリシンの　　　第9表に記載したものの他第6表1十1に㊦あるいはθ印

精練抵抗株そのものが示されているが，繭層の場合には　　　を附L．たものはll汝布図から阿断して少くもO．　05・－O．1の

繭層の構造やセリシソ゜）膨潤臆どの相異による繭騨1　イ濾糾1で1・欄があると思・われる。．す翻，堀i1淋う蹄

隙への㈱腋の濁透の遅速や爾蠣艮隙力’らのセリシンの　と繭騰肇職率間（劃．1・嗣12）には正1糖・」，τ概鯨分率

溶出の難易の影響が加味されているためと考えられる。　　　と生糸湿強度【昌1（表中番号15）には負相関，繭層練減康
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第9表諸性質繭の相関係数
第6表中
番　　号＝一
4

5

39

44

49

54

検　討’　す　る　al生　質

繭糸繊度と生糸乾強慶

　”と〃（白繭のみ）
繭糸繊度と生糸湿勇叢斐

生糸｝i乙強腱と生糸1｛ll強度

生糸乾強度と売全精練綿圧縮｝｝1朋さ

生糸湿強度と加フ1（分解残滅率

加水分解残澄率と生糸乾伸度

翻釧椰1轍
18

9

18

18

16

16

16

一〇。460

－0．697

－0．455

　0．712

　0．488

　0．447

－O．651

1備　捗（髄㈱
イ」意水準0，1相関あり

　〃　　　　　0．05　　　〃

　’1　　0．1　　t’

　〃　　　　O．Ol　　tt

　’1　　0．1　　〃

　tt　　　O．1　　1／

　f／　　　0．Ol　　’ノ

と生糸乾1申度開（表中番・’y25）にはilE相関が見ら；1した。　　　5）　繭評こ繊疲のiluaい品種の生糸程1；｛乞強疲および湿強疲が

　生糸湿伸度は他の何れの性質とも相関が見られズよかつ　　　大きい傾陶がある（、この傾向は繭1昏｝部位別でも同様で

た。これは実際に1・r職1が無いかあるいは測量i三1　1が不Jil三確　　外，1，i’S，内層の11i〔｝こ繭糸繊度は細・ミなりII：乞強ll4湿弓鋤｝；は

なものであつたかの何れかと考え．られるが，湿潤生糸の　　　大となる。

非常に伸ばされ易いことから推して後者の可能性℃，考慮　　　6）　フィプロイソの酸加水分解残漉躯1よイタリー鳳匝は

しておく方が危険が少い。　（禦4表に見られる様に同一一　　　概して小さく，同蛮雛種は幾ジ〉人きくN　－1sc繭は更に大き

品種の繭κ1部位”ll生糸では外，中，1ヲヨll爵の川貞に小さくな　　　いf頃11ioが見られた。　lllllllill部位別の滋はなかつたQ

る確からしい結果が得られてはいるカi）　　　　　　　　　　7）　フィプロインの酸加水分解残老査率が大きい程生糸の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湿強度大で乾f申度が小さい傾向がある。

　　　　　　　　　総　　括　　　　　欄セリシソの㈱ll馴生，生紳灘1痕螂よび精乾

イタリー繭原臨同交雑細。よび田欄編ロ8品｛柳　 綿のIE緬醐凶訂・種々のユ鋤から他の悟三質との聞に｛謝で

繭を飼育製造し，これらのあるいはこれらから製造した　　　きる相関関係が得られなかつた。

繭層，生糸および楠乾綿1こついて，生糸および絹織物の　　　張験に協力された保1亘野嬢に感謝の慰を表する。

糠轡讐灘勲矯1灘諜撫　　　文　献
にする繭層，生糸および精乾綿についても同様の試験を　　　　1）　高木春1箋il・査掛久雄：信大糸戯報・8，92（1958）

行つた。得られた結果中から霊なるものを’il，己すと次の如　　　　2）　呉祐吉・｛i茎原昭：蚕糸学会中部支部綜錦1毒演，

くである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1959）

1）　生糸の剛性率は繭糸繊度が細い程，またセリシソ量　　　　3）　高木春郎：「1蚤誌・28，193（1959）　（要旨）

（繭層練減率）が多い程大きい傾向がある。　　　　　　　　　4）　村瀬良一一：繊学誌・5・217（1949）

2）生糸の剛性率は繭糸相互の1蓼着が密な程，またセリ　　　5）P・H・Hermans・A・Weidinger：J・Polyme「

シンが硬い程大きいと考えられるので，実験結果から概　　　　　　　Sci・・4，317（1949）

して白繭のセリシンの方が黄繭のセリシンよりも膠蒲i生　　　　　祖父祖寛・湊宏：工化・60・329（1957）

が大きいか，硬いかあるいはその両方であると推察され　　　　6）C・M・van　Wyk：J・Text・Inst・・3ア，285

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1946）

3）　繭層練減率は非常に小さいBianco　Chineseを例外　　　　　　若山一夫・服部達：繊機学誌・11，167（1958）

としてイタリー繭は大きく，旧本繭は何れも両者の中聞　　　　7）松島正信・松尾達樹：未発表

であつた。

4）繭層練減率の多いもの程繭1｝水分率が多く，その生

糸の乾伸度は大きい傾同がある。また繭層水分率の大き

い品種の生糸は湿強度の小さいiCJ護向が見られた。
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Summa「y　　　　　4）Ther，　a，e・e・d・・ci…h…11・縛燃・the

　　The　authors　reareくl　cocoons　◎f　18　breeds，　and　　　degumlning　loss　of　the　co1◆tex，　the　more　the　water

tested　so［lle　properties　Qf　their　cortexes，　their　　　　colltellt　of　the　cortex　and　the　lli黛11er　the　el（）n錺ati（）11

correspondin窪raw　silks　and　their　degulnmed　fibr已s．　　　degree　Qf　the　corresp〔mdin理1’aw．silk，　Alld　the】’e　is

Similar　tests　were　dQne　about　the　diffel・ent　Iayers　　　atelldency　that　the　lnore　the　wate1’c〔mtelT【．｛｝f　the

of　cortex　of　one　breed．　The　maill　results　obtained　　　cortex，　the　l「ユigher　the　elollgatiQn　degree　（．）f　the

a1’e　as　follows：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　correspondin鍔raw　silk　ill　the“re’L　st三乳te．

　　1）　Th．e1『e　are　tenclencies　that　the　finer　the　bave　　　　　6）　The　fibrく）ill　Qf　most　Italian　pure　br¢eds　is

and　the　greater　tlle　degulnlllillg　1〔｝ss　of　the　cortex，　　　　generally　p｛｝orer　ill　its　acid　hydrolisis　residue　tha111

the　higher　the　rig｛dity　of　tlユe　correspolldin91・aw　　　　that〔〕f　Japanese　cross－．breeds，　The　fibroin‘，f　1110st：

silk．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Italian　cvoss．…breecls　lies　in　the　Iniddie　〔』｝f　theni，

　　2）　It　seems　that　tlle　serlcin　of　the　white　coco（ms　　　　7．）　There　are　tendencies　that　the　rid．1clr　the

is　richer　i1ユcoheslve　power　or　harder　thmi　tl．1at　of　　　degree　Qf　acid　hydrolisis　residue　of　fibr（，il．1，　the

the　yellow　ones．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　str‘｝nger　the　tensile　strength　of　the　c（〕r1’esPolidin紅

　　3）　The　degumlnh聡　Ioss　of　the　Japanese　seric　　　raw　silk　ill　the　wet　state　and　the　．gmallc，i’the

cQrtexes　is　between　that　of　most　Italian　ones　and　　　elongati【m　deg’ree　of　the　1’aw　silk　in　tl．1e　dry　sttLtEl．

thatく）f　‘‘Bian（o　Chin‘ノsゴ’　which　is　especially　small


